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＜Mis6re　de　l’homme＞から＜Divertissement＞へ
渥　野正　満
序　ブレーズ・パスカル（1623－1662）のrパンセ』所収のくDivertissement》
と題する断章の自筆原稿を見ると，その表題ははじめ＜Misere　de　rhomme＞と
記され，次いで横線で消され，その上側に＜Divertissement＞と改められている。
表題のこの改訂は，それ自体すでに我々の興味を惹く。
まず，もとの題のくMisさre　de　l’homme》というのは，写本版『パンセ』1）の
第三章に見られる表題と同じであること。次いで改訂後の表題＜Divertissement＞
は，同第八章の表題でもあること。最後に，この＜Divertissement＞という長い
断章こそ，写本版rパンセ』第八章のほとんど全体を構成するものであること。
以上の三点を考え合せると，この表題の修正は，単にそれのみに止まるものでは
なく，この断章の成立と共に，すなわち，この断章の表題が改められると共にくDiver。
tissement＞2）の章が誕生したのではないか，つまり，もともとくMisere　de
1’homme＞について記された文章が，やがてくMISERE　DE　L’HOMME》の枠を
はみ出し，成長し，っいには＜DIVERTISSEMENT＞という新しい一章を構成
するようになったのではないかという仮説が浮んでくる。本試論ではこの仮説がど
の程度有効であるかを，自筆原稿写真版の調査を通じて考えて行きたい。
第一章　5枚の紙
1　この断章の原稿は，他のほとんどのrパンセ』断章のものといっしょにフラ
ンス国立図書館蔵のRecuei10riginal　des　Pens6esの中に見出すことが出来る。
＜Divertissement》の断章は5枚の紙のそれぞれの片面に記されている。3）5
枚のうち4枚はほぼ同じ大きさであるが，1枚は他の4枚と同じ大きさの紙の上側
3分の1ほどを切り取った残りの3分の2であろうと思われる。
5枚の紙のうち2枚にはパスカルが口述筆記させたテクストが含まれている。こ
の書き取られたテクストにもパスカルの手が加えられており，この草稿原稿の原本
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性（authenticit6）は疑う余地のないものである。
2　これらの5枚の紙はRecueil　Originalの台紙P133，　P　139，　P　209，　P　210，
P217に貼りつけられている。　Recueil　Origina1の台紙では，この5枚の紙が頁を
とんで存在するが，この点については，18世紀初頭に，草稿の束がなくならないよう
に一冊のアルバムに貼りつけられた際に起ったことであろうと考えられる。という
のは，これらの草稿の束の発見時の状態を保っているといわれている第一，第二両
写本のいずれも，この5枚の紙のテクストをいっしょに扱っていることから推察で
きるのである。
3　原稿の解読作業は，P．＿L．　Couchoud：　Discours　de　la　Condition　de
1’Homme（Albin　Michel，1948＞中の原稿写真版により，トゥルヌール版『パン
セ』（6dition　pal60graphique）の助けを借りて進めた。
4　原稿写真版の各パラグラフに便宜的に番号Ll…を付けた。小論中では，
このローマ数字によって各段落を示すこととする。
＜Divertissement》の記されている紙にっいてもRecue皿Originalのp139，
p210，　p209，　p217，　p133を，それぞれ便主的に1，2，3，4，5ページと呼ぶこ
ととする。
5　＜Divertissement》のテクストの最後の状態について。『パンセ』の多く
の断章は，パスカルの企てていたrギリスト教弁証論』のための準備のノートであ
り，完成されたものとして書かれたわけではない。従って決定稿というものは存在
しないはずである。しかし小論中では「テクストが残された最後の状態」を便宜的
に「決定稿」と呼ぶ。
6　＜Divertissement＞の草稿原稿には，いくつものsigne　de　renvoiが付け
られており，これらを頼りに読み進むと一連のテクストが現われる。これが「決定
稿」である。このほかに，signes　de　renvoiの付けられていないメモが左側余白に
いくつか存在する。
7　「決定稿」を1－4で示した番号によって表わしてみよう。
1－II－III－IV　VII－VIII－IX　XIII－XIV　XVII　XXII　XV
一（1）　　　　　　　（2）　　　　　　　　　　　（3）　　　　　（4）　　　（5）　　（4）
下段のアラビァ数字は草稿のページを示すものである。これを見て，次の2点に
気がつくであろう。（イ）段落を示す番号はiから】α皿まであるが，V，　W，　X，刈，
麺，肌XV璽，班X，　XX，潮の欠けていること。（ロ）ページを示すアラビア数字
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の配列は1，2，3，4，5，4となること。（イ）は欠けている数字の段落が放棄さ
れたことなどを示し，（ロ）は一度書き記された一連の文章の接続が変更された4）
ことを示すものと思われる。以上の2つのことが，すでに本断章の成立過程の複雑
さを予想させる。
8　ところで「決定稿」の順序によれば，草稿はP1，2，3，4，5，4の順で読
まれなければならない。このことが文章の接続の変更を示しているとすれば，まず
草稿がいかなる順序で，5枚の紙の上に書かれたかを明らかにする必要があろう。
g　とはいうものの，前半のp1，2，3については，各ページの終りと始めを読
み合せれば，それらが順々に書かれたものであることが容易に知られる。問題はp
4とp5のいずれが先に書かれたかということである。
4ページは一見してわかるように，パスカルが口述筆記させたものが大部分であ
る。X田と行間の加筆，余白の書き入れがパスカルの手になるものである。これに
対し，5ページは，すべてパスカルの手になるものである。
10P4及びP5の書き出しを検討してみると，共にはじめに記されていたテクスト
に加筆がなされている。それぞれの書き出しの部分を加筆修正のなされる以前の状
態に復元してみると奇しくも双方ともCarで始められていることがわかる。そこで
p4とp5の書かれた順を明らかにする手がかりとして，この2つのCarがどの内
容を受けているかを考えて行こう。
11まず5ページの方から考えよう。前述のごとくこのページのCarで始まる文
章の上には皿が記されている。これは4ページ下段の】醐と共に，ひとつの段落を
構成している。トゥルヌールも彼の古文書学的版で示しているごとく，X田とXIX
はあとからの加筆である。5）これらは5ページにある皿の一部とほぼ同じ文章で
ある。すなわち，パスカルは4ページの口述筆記させた文章（XV，　XVI，㎜）の下側
余白と5ページのXXの上側余白とに㎜の一部を移そうとしてやめたのである。
さて5ページの始めでパスカルは1e　divertisとまで書いてそれを横線で消して
いる。その行の頭には，一度は記されたもののあとから消されたC（signe　de　ren・
voi）の記号がある。ところで4ページの口授された㎜の終りにも同様に消され
たCの記号がある。このことは，p5のXXはもともとp4の㎜に続くものであっ
たと思わせる。この2っの部分を内容的に検討すると，畑の終りでは，人間には
倦怠の原因がいくらでも満ちあふれているので，どんなに取るに足らぬものでも気
ばらしするのに事足りることが記されており，XXでは，このような取るに足らぬも
のがどんな意味を持っているのかが探求されるのである。
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以上のごとく，消されたCというsigne　de　renvoiの示す事実から考えても，内
容のつながりを考えても，草稿はP4のmからP5のXXにっついていたことは明ら
かである。
12次にもうひとつのCarすなわち4ページ始めのCarの検討に移ろう。先の
Carが4ページと5ページをっなげるものであったのだから，今度のCarは3ペー
ジと4ページをっなぐものとなりそうであるが，こちらは少々複雑である。
XWの写真版を見ると，下から3行はパスカルの手で消されている。又，左余白に
は加筆がある。まずこの加筆がいっのものであるかを解明することから始めよう。
ところでこの余白の加筆は4ページのXVIとほぼ同内容であるから，一方は他方から
引き写されたものである。故に3ページのXW余白の加筆と4ページの湖ではど
ちらが先に成立したのかを明らかにせねばなるまい。
ないのに対し，皿は口述筆記されたものにパスカルが手を入れたものである。こ
のことから皿の方が先に成立したと推測できる。
まず蒲の口述筆記された状態のテクストだけを読んでみよう。原稿2行目の
＜car　quand　meme　ils　ne　penseraient　pas　aux　misさres　de　leurs　conditions
ou　ce　qui　les　porte　dans　l’ennui．〉には横線がひかれ，消されているが，こ
の線は後からパスカルの手によって引かれたものと思われる。なぜなら，この横線
が口述筆記者のものであるとすれば次のくquand　ils　n’y　penseraient　pas　l．．．】》
のyが，いったい何をうけるのかわからなくなるからである。さて，口述筆記され
たテクストは以下のごとくである。
（XW）Le　divertissement　est　une　chose　si　n6cessaire　aux　gens　du　monde
qu’ils　sont　mis6rables　en〔口述筆記者がsansのsの音を聞き落し，鼻母音だけを
写したもの。後でパスカルの手でsansと訂正されている〕cela．　Car　quand　mδme
is　ne　penseraient　pas　aux　miseres　de　leurs　conditions　ou　ce　qui　les　porte
dans　1’ennui　ou　meme　quand　ils　n’y　penseraient　pas　et　qu’ils　n’auraient　aucun
sujet　de　chagrin，1’ennui　de　son　autorit6　priv6e　ne　laisse　pas　de　sortir　du　fond
du　c（eur　oO　il　a　une　racine　nature皿e　et　remplir　resprit　de　son　venin．
後でパスカルはCar以下を修正する。この修正後の文章とXWの余白の文章とを
比較してみよう。＜1’ennui　de　son　autorit6　r．．．】》以下は，ほとんど同じである
が，前半の文章は類似した内容を異なった表現で表わしている。
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〔XVI〕　　　　　　　　　　　　　　　〔皿の余白〕
tant6t　un　accident　leur　arrive，　　　　ou　1’on　pense　aux　misさres　qu’on
tant6t　ils　pensent　a　ceux　qui　　　　a，　ou　a　celles　qui　nous　menacent
leur　peuvent　arriver　ou　meme　　　　et　quand　on　se　verrait　meme　assez
quand　ils　n’y　penseraient　pas，　　　　　　　de　1’abri　de　toutes　parts，
et　qu’ils　n’auraient　aucun
sujet　de　chagrin，
rennui　de　son　autorit6　　　　　　　　　　　　1’ennui　de　son　autorit6
priv6e　ne　Iaisse　pas　de　　　　　　　　　　　　priv6e　ne　laisserait　pas　de
sortir　du　fond　du　cceur　　　　　　　　　　　sortir　du　fond　du　c（£ur
otl　il　a　une　racine　　　　　　　　　　　　　　　　o心　il　a　des　racines
naturelle　et　remplir　tout　　　　　　　naturelles　et　de　remplir
．　1’esprit　de　son　venin．　　　　　　　　　　　　　1’esprit　de　son　venin．
以上の2つの文章の前半を比較すると∬の方は，短い文章中にardve，　arriver，
Pensent，　Pense蜘t　と同じ語がくり返され，又文章構成も雑然としているのに対
対し，XW余白の文章の方は，同じ語，同じ言い方が避けられ，すっきりとまとめ
られている。このことは∬余白のテクストはパスカルが測を参照しながら，よ
り良い表現にあらためていったものであることを明らかに示している。
13　以上のごとく，P3のXW余白のテクストはP4の測より後に成立したものである
ことが明らかになった今，我々に課せられているのは，XVのCar以下の文章がXWに直
接（すなわちXW余白のテクストを間にはさまずに）続くものであるか否かという
問題である。内容を見るとXWまでは，地上の最高の地位である国王の身分を念頭
に置いて，王の身分ですら，divertissementの助けなしには幸せではないことを説
いてきた。そしてXWの後半でくNu11e　condition　n’est　heureuse　sans　bmit　et
sans　divertissement　et　toute　condition　est　heureuse　tandis（＝pendant）qu’on
jouit　de　quelque　divertissement．　Mais　qu’on　juge　quel　est　ce　bonheur　qui　con一
siste　a　etre　diverti　de　penser　a　soi》と結ぶ。ところで上の引用文の構造は大ま
かに④「身分及びdivertissementの幸福に対する関係」⑧「みずからにっいて考え
ない」から成り立つものと捉えることができよう。
XVを見てみよう。
（XV）Car　pour　parler　selon　la　v6rit6　des　diverses　conditions　des　hom一
mes，④ceux　que　nous　appelons　de　grande　qualit6　comme　un　surintendant，
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un　chancelier，　un　premier　pr6sidant　ne　sont　autres　choses　que　des　person一
nes　qui　ont　dさs　le　matin　un　grand　nombre　de　gens　chez　eux　pour　les　entre一
tenir　de　diverses　affaires　a　leur　r6veil　et⑧ne　leur　laisser　pas　une　heure　en
1a　joum6e　pour　penser　a　eux－memes　et④quand皿s　sont　dans　la　disgrace
et　qu’on　les　renvoie　a　Ieurs　maisons　des　champs　o心ils　ne　manquent　ni
de　biens　pour　leur　nourriture　et　leur　logement，　ni　de　domestiques　pour　les
assister　dans　leurs　besoins，　ils　ne　laissent　pas　d’etre　mis6rables　et　abandon一
n6s　parce　que⑧personne　ne　les　empeche　de　songer　a　eux．
XVは④⑧④⑧の構造になっている（④というのはそこでは「身分とdivertis一
sementの関係」しか取り上げられていないからである）。このようにW後半とXV
が同じ構造を持っているのは，XVの始まりにあるCarが示すように，　XVがXIV後半の
説明になっているからである。従って，もともとXVはXIVにつづくものであった
たと結論できる。
14以上検討してきた如く4ページの加筆前の書き出しが3ページの加筆前の文
章の終りに，又同様の状態で5ページの書き出しが4ページの終りの文章につづく
ものであったと推定できよう。一方P1，　P2，　P3の順序については，先に述べた
通り問題はないのであるから，＜Divertissement》の5枚のテクストは結局P1，
p2，　p3，　p4，　p5の順に成立していったと考えられる。
第二章ある思想の誕生
1　＜Divertissement》の断章の成立過程を考えるために，まず，草稿原稿の
3ページ中頃より上に見出せる期の段落に注目しよう。というのは，この盟が，パ
スカルが口授して書きとらせたものであるのに対し，このページのそれ以外のテク
ストは，すべてパスカル自身の手になるものであるからである。このことは，パス
カルが狙まで書いてから疲れたので頬だけを口述筆記させX璽以下を再び自分で書
き続けたと単純に判断して良いだろうか。あるいは，）皿とX璽の間には時間的断絶
があるかも知れぬではないか。しかし，いずれにしても，どちらにも決め手がない
ので，とりあえず湿とXHとの間に時間的断絶があるものとして，読んでみようで
はないか。すなわち，仮に盟までを本断章の「初稿」と考えてみよう。もしこの
「初稿」がひとっのまとまった思想を表現し，結論を備えており，かっくMISERB
DE　L’HOMME＞の章にふさわしい内容を持っていれば，この仮説は，仮説以上の
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価値をもつことになろう。そこでまず1から皿までのテクストを　M6thode　de
double　lecture◎に従って読んで行こう。
2　「初稿」
（1）Mis6re　de　1’homme．
（II）Quand　je　m’y　suis　mis　quelquefbis　a　consid6rer　les　diverses　agita一
tions　des　hommes　et　les　p6rils　o心ils　s’exposent　dans　la　guerre，　j’ai　dit
souvent　que　tout　le　malheur　des　hommes　vient　de　ne　savoir　pas　vivre　en
repos　dans　une　chambre．　Un　homme　qui　a　assez　de　bien　pour　vivre，　s’il
savait　demeurer　chez　soi　avec　plaisir，　n’en　sortirait　pas　pour　aller　sur　la
mer，　voir　une　ville　6trang6re，　ou　aller　chercher　du　poivre，　ou　n’acheterait
une　charge　a　rarm6e　si　cher，　pour　aller　tous　les　ans　se　faire　blesser　et
assommer　que　parce　qu’on　trouverait　insupportable　de　ne　bouger　de
la　ville；et　on　ne　recherche　les　conversations　et　les　divertissements　des
jeux　que　parce　qu’on　ne　peut　demeurer　chez　soi　avec　plaisir．　C’est　pour
6viter　ce　mal　insuportable　qu’on　achさte　des　charges　pour　etc．（III）Toutes
les　peines　qu’on　soufffe　ne　viennent　donc　que　de　cela　seulement　qu’on
he　sait　pas　demeurer　chez　soi　en　repos　et　avec　plaisir．
　　　　　　　　　　　　　　　　　．lais　quand　j’ai　pens6　de　plus　pres　et　qu’apres　avoir　trouv61a　cause
de　tous　nos　malheurs　j’ai　voulu　en　d6couvrir　la　raison，　j’ai　trouv6　qu’il
yen　a　une　effbctive　qui　consiste　dans　le　malheur　de　notre　condition
飴ible　et　mortelle　et　si　mis6rable　que　rien　ne　peut　nous　consoler　lorsque
nous　y　pensons　de　pres．
（IV）Quelque　condition　qu’on　se　figure　o心1’on　assemble　tous　les
biens　qui　peuvent　nous　apPartenir，　qu’on　s’imagine　un　roi　accompagn6
de　toutes　les　satisfactions　qui　peuvent　le　toucher．　S’il　est　sans　divertis。
sement　et　qu’on　le　laisse　consid6rer　et　faire　reflexion　sur　ce　qu’il　est，　i1
tombera　par　n6cessit6　dans　les　vues　qui　le　menacent，　des　r6voltes　qui
peuvent　arriver　et　enfin　de　la　mort　et　des　maladies　qui　sont　in6vitables，
de　sorte　que　s’il　est　sans　ce　qu’on　appelle　divertissement，　le　voila　ma1一
heureux，　et　plus　malheureux　que　le　moindre　de　ses　officiers，　quelque　peu
de　fortune　qu’il　ait　s’il　est　a　la　chasse　ou　s’il　joue　avec　quelque　bonheur．
（V）L’unique　bien　des　hommes　consiste　donc（VI）aetre　divertis　de　penser
aleur　condition　ou　par　une　occupation　qui　les　en　d6tourne，　ou　par　quel一
que　passion　agr6able　et　nouvelle　qui　les　occupe，　ou　par　le　jeu，　la　chasse，
quelque　spectacle　attachant，　et　enfin　par　ce　qu’on　appelle　divertissement．
（VII）Et　de　la　vient　que　le　jeu，1a　conversation　des　fbmmes，　la　guerre，
les　grands　emplois　sont　si　recherch6s．　Ce　n’est　pas　qu’il　y　ait　en　effbt
du　bonheur，　ni　qu’on　s’imagine　que　la　vraie　b6atitude　soit　d’avoir　1’argent
qu’on　peut　gagner　au　jeu，　ou　dans　le　liさvre　qu’on　court：　on　n’en　voudrait
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pas　s’U　6tait　offert・Ce　n’est　pas　cette　possession　languissante　et　qui　nous
laisse　penser　a　notre　malheurese　condition　qu’on　recherche，　ni　les　dangers
de　la　guerre，　ni　la　peine　des　emplois，　mais　c’est　le　tracas　qui　nous　d6tourne
d’y　penser　et　nous　divertit．
（VIII）De　la　vient　que　les　hommes　aiment　tant　le　bruit　et　le　remue一
ment；de　la　vient　que　la　prison　est　une　supplice　si　horrible；de　la　vient
que　le　plaisir　de　la　solitude　est　une　chose　incomprehensible．　Et　c’est
enfin　le　plus　grand　sujet　de驚1icit6　de　la　condition　des　rois　de　ce　qu’on
essaie　sans　cesse　a　les　divertir　et　a　leur　procurer　toutes　sortes　de　plaisir．
（IX）Voila　tout　ce　que　les　hommes　ont　pu　inventer　pour　se　rendre
heureux　et　ceux　qui　font　sur　cela　les　philosophes　et　qui　croient　que　le
monde　est　bien　peu　raisonnable　de　passer　tout　le　jour　a　courir　apres　un
liさvre　qu’ils　ne　voudraient　pas　avoir　achet6，　ne　connaissent　guere　notre
nature．　Ce　liさvre　ne　nous　garantirait　pas　de　la　vue　de　la　mort　et　des　miseres
qui　nous　en　d6toument，　mais　la　chasse　nous　en　garantit．
（X）Le　conseil　qu’on　donnait　a　Pyrrhus，　de　vivre　en　repos　qu’il　allait
　一モ??窒モ??秩@par　tant　de　fatigues，　recevait　bien　des　difficult6s．　Dire　a　un
homme　qu’il　vive　en　repos，　c’est　Iui　dire　qu’il　vive　heureux；c’est　lui（XI）
conse∬1er　d’avoir　une　condition　toute　heureuse　et　qu’il　puisse　consid6rer，
sans　y　trouver　sujet　d’aff［iction．　Aussi　les　hommes　qui　sentent　naturel一
1ement　leur　condition　n’6vitent　rien　tant　que　le　repos，　il　n’y　a　rien　qu’ils
ne　fassent　pour　chercher　le　trouble．
（XII）Ainsi　on　se　prend　mal　pour　les　blamer；leur　faute　n，est　pas
en　ce　qu’ils　cherchent　le　tumulte，　s’il　ne　le　cherchent　que　comme　un
divertissement　mais　le　mal　est　qu’ils　le　recherchent　comme　si　la　posses。
sion　des　choses　qu’il　recherchent　les　devait　rendre　v6ritablement　heureux，
et　c’est　en　quoi　on　a　raison　d’accuser　leur　recherche　de　vanit6；de　sorte
qu’en　tout　cela　et　ceux　qui　blame　et　ceux　qui　sont　blam6s　n’entendent
1a　v6ritable　nature　de　l’homme．
3　上にかかげたテクストを我々が慣れ親しんでいる＜Divertissement＞のテ
クストの一部としてではなく（そのコンテクストにおいてではなく）一個の独立し
たテクストとして読んでみよう。
4　パスカルはどのような問題提起を行なっているだろうか。冒頭の文章亘にお
いて彼は人間の様々な動揺について考えくtout　le　malheur　des　hommes　vient
de　ne　savoir　pas　vivre　en　repos　dans　une℃hambre＞という命題を提出する。
さらに第2の段落（璽）では，人間のあらゆる不幸の原因を見つけたのでその理
一48一
由を見出したいと思って考えてみるとひとつ見つかったのでそれをお見せしようと
いうわけである。これは亙で提示した命題を掘り下げたものである。このように問
題提起はいずれも人間の不幸についてなされている。
5　さてパスカルはこの問題に次のごとき解答を与えている（rv－一覆）。まず，一
見不幸から最も遠い存在，地上の権力の最高に位し何不自由ないはずの王を例にと
る。あらゆる満足を一身に集めている王ですら，もし彼にdivertissementを与え
ずに，王に自分が何ものであるのかを考えさせておけば，起りうる反乱や病いや死
などの考えに陥り不幸になってしまう。従って人間にとって唯一の幸福は，おのれ
の置かれている状態を考えることから気を紛らわすことに依存している。これがパ
スカルの与えた解答である。
6　次に医以下のテクストの意味について注目したい。
パスカルはXのはじめにく【…10n　p屈10sophe　sottement　en　disant　que
les　rois　ne　sont　pas　heureux　parce　que　les　choses　qu’is　possedent　ne　les＞
とまで書いたが，より具体的に書くことにして，この文章を棒線で消し，イタリア
侵入を企てていたピリュス王（v．318av．　J．　C．－272）にキネアス（P－v．
277av．　J．　C．）が忠告を与えるエピソードを例に引き，それに注釈を加えるこ
とにする。
ピリュス王に与えたキネァスの忠告が，人間の本性と相入れぬものであることを
示した後に，パスカルは＜ce　n’est　donc　pas　entendre　la　nature＞とまで書き，
次にこれを横線で消した。パスカルがこのピリュス王のエピソードに物語らせよう
としたものは，一体何であったのだろうか。夏で提起した問題はすでに櫃までで
一応答えられているのだから，このエピソードには何か別の意味が籠められている
はずである。
ここで一旦IXに眼を転じよう。＜1＿】ceux　qui　font　sur　cela　les　philosophes
et　qui　croient　que　le　monde　est　bien　peu　raisonnable　de　passer　tout　le
jour　a　courir　aprさs　un　lievre　qu’ils　ne　voudraient　pas　avoir　achet6　ηθ
coη〃αゴ∬θ鷹8舵7εηoかε〃α’〃a＞（強調筆者）。ここではピリュス王のかわりに
人々が，ピリュスの侵略戦争のかわりに狩が登場する。ピリュスに忠告を与えるキ
ネアスは人々が一日中うさぎを追いかけていることを哲学者のふりをして由なしと
断ずる者たちと同類である。パスカルは，哲学者のふりをするこの者たちを我々の
本性を知らぬものと言っている。従って先にあげたキネァスが人間の本性を知らぬ
というピリュスのエピソードはKを説明ないしは例証していると考えられる。ピ
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リュスのエピソードの終りにパスカルがくce　n’est　donc　pas　entendre　la　na・
ture（de　l’homme）〉と書きかけたことは意味深い。パスカルはこれをすぐ横線
で消し，数行を記した後に頬を口授することになる。騒ぎを求める人々を批難する
人々は人間の本性を知らないのであるが，他方騒ぎを求める人々も人間の本性を感
じとって本能的にそれに従っているまでで，やはり人間の本性を理解していない。
＜1．．．】et　ceux　qui　blament　et　ceux　qui　sont　blδm6s　n’entendent　la　v6ritable
nature　de　rhomme．〉
7　なぜパスカルは人間のこの本性が理解されていないことをこれほどまでにく
り返し述べなければならなかったのであろうか。それはよほど重要なことであるは
ずだ。それではなぜパスカルはそのことをかくも重要であると考えたのか。それは
先人，キネアスやモンテーニユ（1533－1592）らの気づかなかった人間のこの本
性の意味を，彼こそが考え出したからにちがいない。ピリュスのエピソードではキ
ネァスがこの人間の本性に気づいていないことは明らかである。パスカルがこのエ
ピソードを知ったのは，聖書と並ぶパスカルの愛読書モンテーニュの『エセー』か
らであったことは，アヴェ（1813－1889）以来rパンセ』諸版の編者が指摘する
ところである。モンテー』ユはピリュスのエピソードに続けてルクレティウス（v．
98－55av．J．－C．）の一節を引用しているが，ここからモンテーニュの考えの
一端が知られるであろう。「明らかに彼はその欲望を限ることを知らなかったのだ。
真の幸福の境を知らなかったのだ」（関根秀雄訳モンテーニュr随想録』より）。7）
パスカルは璽でくノ初∫mμy6　qu’il　y　en　a　une　effbctive＞と書き記してい
るが，この　くノ毎’70πy6》　にはアルキメデス（287　av．　J．－C．－212）の
〈Ellreka！〉と同じ想いが込められているのである。
8パスカルはこのような点には大胆である。例えば断章577では，アウグスチ
ヌス（354－430）及びモンテーニュにっいて次のように主張する。
Saint　Augustin　a　vu　qu’on　travaille　pour　l’incertain，　sur　mer，　en
bataille，　etc．；mais皿n’a　pas　vu　la　regle　des　partis，　qui　d6montre　qu’on　le
doit．　Montaigne　a　vu　qu’on　s’offbnse　d’un　esprit　boiteux，　et　que　la　cou一
tume　peut　tout；mais　il　n’a　pas　vu　la　raison　de　cet　effbt．
ここでは言外に自分はアウグスチヌスやモンテーニュの見分けなかったものを見
たと主張しているのである。先の場合も同様の心理が働いているといえよう。
9　パスカルがくDivertissement》の断章を書き始めた動機を我々はここに明
確に知ることができる。パスカルは，これまで誰も見抜かなかったくDivertis一
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sement＞’のメカニズムを発見したのでこの文章を書き始めたのである。
10以上試みたように，本章2節で挙げたテクストは，人間の不幸（幸福）に関
する問題を提起し，それに対する解答を示し，さらにその解答の独創性を主張する
という構成をもっており，一個の独立したテクストとして十分に読みうるものであ
ることがわかった。故にこのテクストを＜Divertissement＞の「初稿」であると
考えて良いであろう。
11ところで二写本に従えば『キリスト教弁証論』の　Table　des　liassesは
＜Ordre＞，＜Vanit6＞，＜Misere＞と続く。＜Vanit6＞では人間が真理に達
し得ぬことが，＜Misさre＞では真の幸福に達し得ぬことが主として説かれている。
従って＜Divertissement＞の「初稿」は，それに与えられていたくMisさre　de
1’homme》という表題にふさわしい内容を持つと言えよう。
第三章発展期
1前章で，我々は＜divertissement＞の思想の最初の状態，すなわち「初稿」
の存在とそのテクストを推定した。本章ではくMisさre　de　l’homme》という表題
を与えられていた初稿が，その後どのように発展していったのか，その最初の大き
な成長の跡をたどってみたい。
2　第一章で我々はくDivertissement》の記されている5枚の紙がP1，　P　2，
p3，　p　4，　p　5の順で書かれていったことを明らかにした。本章では，まずくDi・
vertissement》の発展の解明に重要な手がかりを与える4ページの検討から始めよう。
このページでは㎜を除いてはじめ口授して書き取らせた文章に，パスカル自身
が後から手を入れている。ところで㎜は5ページに記されているmの文章の一
部とほとんど同じものである。これは皿の一部が一旦は4ページの下の余白及び
5ページ上側余白に移されすぐに放棄されたものであった（1－11）。先に論じた
通り5ページの文章は，4ページより後に綴られたのであるから，パスカルの手に
なる㎜が4ページに記されているとはいえそれは5ページのものがあとから写さ
れたのであって，もともとは4ページには口述筆記された文章しかなかったのであ
る。8）
3　口述筆記されたテクストだけを読んでいこう。XVの冒頭のCarは前ページの
XW（但し余白の加筆は除く〉を受けるものであることはすでに述べた（1－12～13）。
@　　　　　　　，
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又XVは「決定稿」の最後に位置するものであることも確認しておこう（1－7）。
さて4ページ中段から始まっている測に注目しよう。「決定稿」以前では測
は㎜と共にすぐ上にあるXVに続いて口述筆記された文章であるにもかかわらず，
　　　　　　　　　　　●　　　●　　　　　　　　　　　　　●　　　●　　　o　　　・　　　・　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　■　　　●　　　■wVに続く文章ではなく，　Divertissementに関する別個の箴言風の考察であった。
ところがXWは「決定稿」では部分的修正を加えられて，3ページのXW余白に移
されくDivertissement》の断章全体に組み入れられることになる（1－12）。
ところでパスカルは自分の頭にある考えをとりあえずひととおり文章にしてしま
い，そこで通常我々がするようにすぐに手を加えるということはせず，それをしま
っておいて，客観的に自分の文章をながめられるようになってから再びそれを取り
出し，手を加えるという習慣をみずからに課していたことが知られている。9）
故にXVのすぐ下にDivertissementに関するものとはいえXVまでの文章と直
接っながらない箴言風の考察を口授したということは，その時までに自分の頭にあ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ﾁた考えをすべて述べてしまったとすっかり安心したことを示している。とすると，
先の初稿に続いて第二稿と呼ぶべきものが存在することになる。初稿のテクストは
1－1一璽一1V－V，　W一粗一櫃一皿一X，団一∬であった。第二稿で加筆され
たテクストはX璽一∬，XVである。より正確に言えば，パスカル自身の手でX皿一
瓢1をっけ加え，XVは口授し書き取らせたのである。ここでパスカルはこの断章を
終えたと考えそのすぐ下にDivertissementに関する箴言的考察を口述筆記させた
と思われる。
4　つけ加えられたテクストは以下の通レである。以下のテクストにはさらに修
正が加えられることになるがここではM6thode　de　double　lectureにより修正の
加えられていない成立時のテクストを再現する。
（XIII）Car　quand　on　leur　reproche　que　ce　qu’ils　recherchent　avec　tant
d’ardeur　ne　saurait　les　satisfaire，　s’ils　r6pondaient　comme　ils　devraient　le
faire，　s’ils　y　pensaient　bien，　qu’ils　ne　recherchent　en　cela　qu’une　occu・
pation　violente　et　imp6teuse　qui　les　d6tourne　de　penser　a　soi　et　que　c’est
pour　cela　qu’ils　se　proposent　un　objet　attirant　qui　les　charme　et　les　attire
avec　ardeur，　ils　laisseraient　leurs　adversaires　sans　repartie　mais　en　croyant
comme　ils　font　qu’ils　seront　ensuite　dans　un　heureux　repos　ils　donnent
beau　a　se　faire　battre　mais　dans　Ia　v6rit60n　ne　combat　que　l’objet　imagin6
et　non　pas　celui　qu’ils　ont　en　effbt　et　qui　se　cache　et　se　d6robe　a　leur　vue
dans　le　fond　de　leur　cceur．
（XIII後半）Car　ils　ont　un　instinct　secret　qui　les　porte　a　chercher　le
divertissement　et　1’occupation　au　dehors，　qui　vient　du　ressentiment　de　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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1eurs　miseres　continuelles．　Et　ils　ont　un　autre　instinct　secret　qui　leur
fait　connaftre　que　le　bonheur　n’est　que　dans　le　repos　et　non　pas　dans
le　tumulte．　Et　de　ces　deux　instincts　contraires　il　se　forme　en　eux　un
prqlet　confUs　qui　les　porte　a　tendre　au　repos　par　l’agitation　et　a　se　figurer
toujours　que　la　satisfaction　qu’il　n’ont　point　leur　arrivera　si　apres　avoir
surmont6　quelques　difficult6s　qu’ils　envisagent　ils　pouvent　s’ouvrir　par
la　la　porte　au　repos．
（XIV）Ainsi　s’6coule　toute　la　vie．　On　cherche　Ie　repos　en　combattant
quelques　obstacles　et　si　on　les　a　surmont6s　le　repos　devient　insuportable
par　l’ennui　qu’il　engendre．　Il　en　faut　sortir　et　mandier　le　tumulte．　Nulle
condition　n’est　heureuse　sans　bmit　et　sans　divertissement，　et　toute　condi一
tion　est　heureuse　tandis　qu’on　jouit　de　quelque　divertissement．　Mais
qu’on　juge　quel　est　ce　bonheur　qui　consiste　a　etre　diverti　de　penser　a
　●rO1．
（XV）Car　pour　parler　selon　la　v6rit6　des　diverses　conditions　des　hom一
mes　ceux　que　nous　appelons　de　grande　qualit6　comme　un　surintendant，　un
chancelier，　un　premier　pr6sidant　ne　sont　autres　choses　que　des　personnes
qui　ont　dさs　le　matin　un　grand　nombre　de　gens　chez　eux　pour　les　entre一
tenir　de　diverses　affaires　a　leur　r6veil　et　ne　leur　laisser　pas　une　heure　en
Ia　journ6e　pour　penser　a　eux－memes　et　quand　ils　sont　dans　la　disgrace
et　qu’on　les　renvoie　a　leurs　maisons　des　champs　o心ils　ne　manquent　ni
de　biens　pour　leur　nourriture　et　leur　logement，　ni　de　domestiques　pour
les　assister　dans　leurs　besoins，　ils　ne　laissent　pas　d’etre　mis6rables　et　aband一
onn6s　parce　que　personne　ne　les　empeche　de　songer　a　eux．
5以上のテクスト中，特に畑の後半部分は，注目に値する。初稿にはなかっ
た思想が付け加えられることになるからである。
人間には二つの秘められた本能がある。その一方は，人間の現在の不幸な状態か
らくるもので，それによって人間は外に気ばらしを求める。他方は，人間が堕落す
る以前の本性の偉大さの名残りとして留めているもので，この本能によって我々は
幸福が動揺のうちにではなく，休息のうちにあることを知っている。ところが，人
間はこの二つの相反する本能からひとつの混乱した企てをたててしまう。そして人
間は騒ぎによって休息に向おうとするし，又直面している困難をいくつか乗り越え
た後に，そこから休息の門を開くことができると常に思いこんでしまうのである。
この分析においてはいまやくdivertissement》のメカニズムが考察の対象となっ
ている。いわば＜divertissement＞　の＜raison　des　eff6ts＞とも言うべきも
のである。初稿では・＜misere　de　l’homme＞を解く鍵であったくdivertisse一
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ment》の思想は第二稿でその「現象の理由」が付け加えられることにより，一歩深
化したことが見てとれる。
6　ところでXVの下にパスカルは　くDivertissement》の第二稿とは別の
＜divertissement》に関する箴言風の短い文章を口述筆記させたのであった。次に
この文章の意味を考えていく。
7　（XVI）Le　divertissement　est　une　chose　si　n6cessaire　aux　gens　du
monde　qu’is　sont　mis6rables　sans　cela．　Car　quand　m6me　ils　ne　pense．
raient　pas　aux　misεres　de　leurs　conditions　ou　ce　qui　Ies　porte　dans　rennui
ou　meme　quand　ils　n’y　penseraient　pas　et　qu’ils　n’auraient　aucun　sujet
de　chagrin，　rennui　de　son　autorit6　priv6e　ne　laisse　pas　de　sortir　du　fond
du　c（£ur　o心il　a　une　racine　naturelle　et　remplir　l’esprit　de　son　venin．
（XVII）Ainsi　1’homme　est　si　malheureux　qu’il　s’ennuierait　meme
sans　aucune　cause　d’ennui　et　il　est　si　vain　qu’6tant　plein　de　milles　causes
d’ennui　la　moindre　chose　comme　un　chien，　une　balle，　un　lievre　suffisent
pour　le　divehr．
8　ここではくdivertissement》とくennu》との関係が扱かわれている。
これまでに両者の関係に触れた文章は一度しか現われていない。＜【＿】On　cher一
che　le　repos　en　combattant　quelques　obstacles　et　si　on　les　a　surmontξs
’le　repos　devient　insuportableραr　1’θ〃η躍9薦1　eη9εηd7a》（強調筆者）。
これは第二稿の際に付け加えられた文章　（x恥で，本断章が成立する過程で
初めてくennui》，なる語が記されるところでもある。
さて，XW一㎜では①人間はくmisさre　de　1’homme》とりわけ避けられぬ死に
っいて考えた時に＜ennui＞に陥る②ところがそれについて考えない時でも，そ
して何の悲しみの種もないときですら人間はくennui》に落ち込むことが説かれてい
る。このように＜ennui＞にも段階が存在するのである。
9　②で扱かわれている＜ennui＞について考えてみよう。人間がくmisさre　de
1’homme＞について考えない時ですら，そして何の悲しみの種のない時でさえ，
＜rennui　de　son　autorit6　priv6e　ne　laisse　pas　de　sortir　du　fond　du　c（£ur
o心il　a　une　racine　naturelle　et　remplir　l’esprit　de　son　venin．》de　son
autorit6　priv6eとは人間の意志に無関係にということであろうが，なぜそのよう
なことになるのか。パスカルはこう答える。それは人間の心の奥底に倦怠がくra一
Cine　naturelle》を張っていて自然に出て来て，・その毒で精神を満してしまうからで
ある。＜ennUi＞はそれほど＜naturelle＞で又＜eSSentielle＞な人間の性質
一54一
（qualit6）と言えるのである。
10さて，ここでは＜Divertissement＞の成立を考える上で重要なポイントと
なる次のことを再確認しておこう。今検討した＜divertissement＞に関する箴言
風の文章が成立した時点でこれに関する文章は2つ，すなわち第二稿と箴言風の文
章が存在していたということである。
11ところで実証的調査から出て来たこれらの結果をパスカルの企てていた『キ
リスト教弁証論』の計画という地平で考えてみたい。パスカル自身のプランと考え
　　　　　　　　　　　　　　，轤黷髣ｼ写本の くtable　des　liasses》では，＜ORDRE》，＜VANITE＞
＜MISERE》，　＜ENNUI＞，　etc．と並んでいる。＜VANITE＞では人間が
真理に，＜MISERE＞では善すなわち真の幸福に達し得ぬことが主として説かれて
いる。次の＜ENNUI＞の章には3つの断章が分類されているのみである。従っ
て，＜ENNUI＞においてパスカルがどのような思想を展開しようとしていたかに
ついては，この3つの断章及び若干の他の断章から推測するのみであるがくEN一
NUI＞の章に関するメナール教授の次の2つの発言は我々の興味を惹かずにはいない。
1）　Dans　ce　chapitre，1e　theme　de　rennui　est　associ6　a　celui　du　divertis一
sement，　son　comp16ment　nature1，　qui　se　trouve　tres　sommairement　in・
diqu6，　afin　de　mettre　en　relief　le　fait　de　1’ennui．（J．　Mesnard，　Lε∫1セη36θ3
61θ　1ヤz∫ごα1，　P．　191．）
2）Revenons　au　prob16me　du　bo血eur．　rho㎜e　dans　le　repos　ne
peut　que　sortir　son　n6ant，　sa　dl4ρεηdlαηcθa1’6gard　de　toutes　choses；韮
tombe　dans　1’ennui　et　le　d6sespoir．　En　effet，　a　sa　d6pendance　r6elle
s’盾垂垂盾唐?@un　d6sir　d’ind6pendance　qui　cr6e　leわε∫oごη．　L’homme　est　ainsi
pr6cipit6　dans　une　agitation　qui　ne　lui　procure　qu’un　bonheur　illusoire
et　lui　fait　sentir　encore　plus　cruellement　sa　d6pendance　lorsqu’il　est　revenu
ason　premier　6tat．　Toujours　ballott6　entre　le　repos　et　l’agitation，　entre
1’ennui　et　rillusion，　tel　est　rhomme．（J．　Mesnard，勘56α1，　p．152）
第1の引用は＜ENNUI＞の章と＜Divertissement＞が補足の関係にあり，
＜Divertissement＞の文章を引き合いに出すことなしに＜ENNUI＞の章を論
ずることが出来ぬことを示している。lo）
メナール教授は名著rパスカル』中で両写本の目次による『キリスト教弁証論』
のくmouvement》の再構成を試みている。第2の引用はこのうちのくENNUI》
の章に関する全文である。この引用は第1の引用で述べた考え方を具体的に解釈に
適用したものと考えられる。引用前半の下線部分に注目してほしい。下線部分の内
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11）eはくENNUI》の章に分類されている断章からは明らかに出てこないものである。
逆に言えば＜ENNUI＞の章をrキリスト教弁証論』の全体の中に位置付けて読も
うとする時，それだけのことが欠落することになる。ところがこの欠落部分に
＜Divertissement＞の第二稿を補って読むと，＜MISERE》とくENNUI》は見事
につながるのである。
12では，なぜ初稿ではなく第二稿を補わなければならぬのか。この点を説明する必
要があろう。第二稿では，その際に加えられたXIVそして特にそれと同時に成立
したもうひとっの断章の中に＜Divertissement＞と＜ENNUI＞の関係が説かれ
ている。初稿では＜MISERE＞の章にふさわしい内容が記されたが，＜divertis・
sement》と＜ENNUI＞の関係はまったく現われない。つまり初稿が人間の不幸
について記されているものでありくMISERE》の章の完全に内側に存在するもの
である（卜11）のに対して，第二稿はくMISERE》一＜Divertissement＞
の第二稿（但し＜MISERE＞の章の中に分類されている）一＜ENNUI＞とい
う一連のつながりを待った図式の中に存在するのである。
以上の点を考えると，＜Divertissement＞の初稿が書き記された時には，まだ
＜ENNUI＞の章は存在していなかったのではないか。第二稿と共に成立した短い
断章にはEnnuiがQualit6　essentielle　de　1’hommeであることが記されていた
（皿一9）。ところで＜ENNUI＞の章の副題はくQUALITE　ESSENTIELLE
DE　L’HOMME＞である。従って第二稿及び，それと共に書き取られた短い断章
が＜ENNUI＞の章を生み出す契機になったのではないか。12）
13　ここで次のことを確認しておこう。
＜Divertissement＞には初めくMisδre　de　rhomme》という表題がつけられ
ており，それが写本版rパンセ』の第三章の表題と同じものであることはすでに序
で述べたとおりである。
第三章において推理したことに従えば，写本版rパンセ』の第八章を構成してい
る断章136（＜Divertissement》）は第二稿の段階では，第三章＜MISERE＞
の中に分類されていなければならないのである。
第四章　四断章時代
1　4ページ中段から下には，パスカルが口授し，書き取らせた箴言風の短い文
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章がある。そのすぐ下にあるX粗及びそれとひとっづきである5ページの最上部の）皿
は5ページのテクスト（XX，　X沌，㎜）が書かれた後に成立したものであった（1－11）。
5ページの加筆前のテクストはCarで始まるが，このXXは箴言風のXW一㎜に
っながるものであり，従ってパスカルはXW－】m（口授されて書き取られた文章）
にXXを加えたことになる。
次にXXのテクストを掲げるが，ここで重要なことは，この段階ではまだ測一澗及び
XXの文章はあくまでも＜Divertissement＞の第二稿とは別個の文章であり，未だ
ひとつのものに編成されてない状態にあるということである。尚第五章で本断章の
記されている5枚の紙に見出せる数個のsignes　de　renvoiを検討するが，もしこ
の部分のテクストの＜Divertissement＞第二稿への編入が先とするならばsignes
de　renvoiのうちのひとつ（C）の合理的理解が出来なくなるであろう（V－4）。
テクストは例によってM6thode　de　double　lectureによる修正箭B）のものである。
●．
2　　（XX）Car　quel　objet　a　celui－ci　qui　se　tue　a　la　chasse　sinon　de　se　vanter
demain　entre　ses　amis　de　ce　sanglier　qu’il　aura　pris？Et　un　autre　sue　dans
son　cabinet　pour　montrer　aux　savants　une　question　qu’il　aura　r6solue；
et　tant　d’autres　se　font　blesser　en　une　campagne　pour　se　vanter　1’hiver
des　dangers　qu’il　a　courus，　aussi　sottement　a　mon　gr6；et　les　autres　se
tuent　pour　remarquer　toutes　ces　choses　non　pas　pour　en　devenir　plus
sages　mais　seulement　pour　montrer　qu’ils　les　savent，　et　ceux－la　sont
1es　plus　sots　de　la　bande　puisqu’ils　le　sont　avec　connaissance　au　lieu
qu’on　peut　penser　des　autres　qu’ils　ne　le　seraient　plus　s’ils　savaient
qu’ils　le　sont．
3　以上のテクストは㎜一皿に加筆されたものである。ところで】㎝一㎜を
論じた際伍一8，9）に，これらのテクストにおいて初めて本格的にくdivertis一
sement》とくennui》の関係が分析されたことを述べた。ところでくEN．
NUI＞の章には3っしか断章が分類されていないのであるが，　XXにはこのうちの
ひとつとほぼ同じ内容が見出される。＜ENNUI＞の章の最初に分類されている断
章77を引用しよう。
Orgeu皿．　Cudosit6　n’est　que　vanit6．　Le　plus　souvent　on　ne　veut
savoir　que　pour　en　parler．　Autrement　on　ne　voyagerait　pas　sur　la　mer，
pour　ne　jamais　en　rien　dire　et　pour　le　seul　Plaisir　de　voir，　sans　esp6rence
d’en　jamais　co㎜uniquer．
XXでは人間の様々な営為は友人にそれを話したり，誇ったり又それが出来るこ
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とを示したいためになされるということが述べられている。以上のようにXXにお
いてもいずれ＜ENNUI＞の章へと発展する胎動が続いていることが確認できるの
である。
4　さて次にパスカルはDivertissementに関する3つ目の断章を記す。
（XXI）Tel　homme　passe　sa　vie　sans　ennui，　en　jouant　tous　les　jours
peu　de　chose．　Donnez－1ui　tous　les　matins　rargent　qu’il　peut　gagner　chaque
jour，　a　la　charge　qu’il　ne　joue　point：　vous　le　rendez　malheureux．11
dira　peut宅tre　que　c’est　qu’il　recherche　ramusement　du　jeu，　et　non　pas
1e　gain．　Faites。le　donc　jouer　pour　rien　il　ne　s’y　6chauffera　pas　et　s’y
ennuiera．　Ce　n’est　donc　pas　ramusement　seul　qu’H　recherche。　Il　faut
qu’皿s’y　6chauffb　et　qu’il　se　pipe　luj－meme，　en　s’ima疹nant　qu’鯉serajt
heureux　de　gagner　ce　qu’il　ne　voudrait　pas　qu’on　lui　donnat　a　condition
de　ne　point　jouer，　afin　qu’il　se　forme　un　sujet　de　passion，　et　qu’il　excite
ses　passions　sur　cela　pour　ne　point　sentir　passer　le　temps，　pour　empecher
relmui　de　se　r6pandre　et　sa　misere　de　paraitre　a　sa　pens6e．
5　両写本をはじめ近代版『パンセ』はXX，】㎝，】㎝の順に「決定稿」に編入し
て来たが，最新のル・ゲルン版に至ってはじめてXX，潤が「決定稿」から除か
ら除かれ改訂されている。この問題は第五章で取り上げるのでここでは脚がくdi一
vertissement＞に関する3つ目の断章であることを指摘するに止めよう。
6　】㎝は槻と，その内容に於て親近性を示している。むしろ顧を書き直したと
言つても良い。両者の相違を考えてみよう。
刷では複数の例がとりあげられているのに対し，X沌では「賭事」だけにしぼら
れている。又，槻では例から結論へ直結しているが，㎜ではその間の分析がある。
っまり人々が賭事をするのはくafin　qu’il　se　fbmle　un　sujet　de．passion　et
qu’il　excite　ses　passions　sur　cela》であると言う。
しかし両者の内容の決定的な差異は例から導かれた結論にあらわれる。双方に共
通の賭の例について考えて行こう。いずれも人々が賭事に熱中する理由が説かれ
るが，通では，　＜c’est　le　tmcas　qui　nous　d6toume　d’y　penser　et　nous
divertit＞X廻ではくpour　ne　point　sentir　passer　le　temps，　pour　empecher
1’ennui　de　se　r6pandre　et　sa　misere　de　pam轍e　a　sa　pense6＞とある。　X割の
方ではやはり＜ennui＞の視点が導入されている。これはXWから重視され，】m，XX
でも取り上げられた点である。ちなみにX▼置一XKは後からの挿入であるから，結
局＜ennui＞の視点を含むメモが連続的に生み出されていることになる。　X廻に
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っいてもXXと同様，いずれくENNUI》の章へと発展する胎動が続いていること
が指摘できるのである。
7　さて，続いてパスカルはDivertissementに関する4っ目の断章を記す。以
下に示すテクストもM6thode　de　double　lectureによるものである。なおカッコ
内は一旦記されすぐに消されたものである。
（L’homme　sans　djvertissement，　quelque　heureux　qu’on　l’imagine，
s6chera　de　chagrin　et　d’ennui，　et　l’homme，　quelque　plein　de　tristesse
qu’il　soit，　si　on　peut　gagner　sur　lui　de　le　divertir，1e　voila　heureux．）D’o心
vient　que　cet　homme，　qui　a　perdu　depuis　peu　de　mois　son　fils　unique　et
qui　accab16　de　proces　et　de　querelles　6tait　ce　matin　si　troub16，　n’y　pense
plus　maintenant？　Ne　vous　en　6tonnez　pas：　il　est　tout　occup6　a　voir
par　oO　passera　ce　sanglier　que　ses　chiens　poursuivent．　11　n’en　faut　pas
d’avantage．　L’homme，　quelque　plein　de　tristesse　qu’il　soit，　si　on　peut
gagner　sur　lui　de　le　f吾ire　entrer　en　quelque　divertissement，1e　voila　heu。
reux　pendant　ce　temps－la．　Et　1’homme，　quelque　heureux　qu’il　soit，
s’奄戟@n’est　diverti　et㏄cup6　par　quelque　passion　ou　quelque　amusement，
sera　chagrin　et　malheureux．
8　パスカルは最後の行の＜sera　chag点n　et　malheureux＞を後で横線で消して
＜qui　empeche　rennui　de　se　r6pandre，　sera　bient6t　chagrin　et　malheureux．
Sans　divertissement　il　n’y　a　point　de　joie，　avec　le　divertissement　il　n’y　a
point　de　tristesse．　Et　c’est　aussi　ce　qui　forme　le　bonheur　des　personnes
D＞と修正するがこの修正は後でDive　rtissementに関する4つの断章からひと
つの大きな文章を作ろうとす，る（結局は3つしか使われない）際になされたもので
ある。この部分は自筆原稿では三行に記されているがどうしてこれを加筆と判断し
たのか述べる必要があろう。
草稿ではこの三行だけがつめて記されている。これは一行目を記す時に，すでに
二行目，あるいは三行目，言い換えるど少々長い文章を記すことを念頭に置いてい
ることを意味し，それより上の行にはみられなかった意志狭いスペースをなるべ
く有効に使おうという意志をそこに読み取ることができる。従って加筆であろうと
なかろうとこの三行はひとまとまりに考えることができる。ところでこの文章は4
ページのXV（口述筆記された文章）の上側余白の1行にっついていく，。14）この5ぺ
一ジ終りから4ページ頭への接続はDなるsigne　de　renvoiで明示される。5枚
の紙には，A，B，C，Dの4つの記号が使われている。このようにアルファベを一
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連の記号として使う以上，Dを使う時には，B，Cはすべて用いられていると考えて
良い。B，C（実はDもそうなのであるが）は4つの断章を統合してひとつの大きな
文章を作ろうとする際に初めて使われる（5章）。従って問題の三行は現段階では
成立していなかったはずである。故に我々はこの三行を加筆と考える。
ところで修正後の文章に用いられているくqui　empeche　rennui　de　se　r6一
pandre》はこの断章のすぐ上に記されているX刈の結論にあった表現とほとんど
同じであり，X剛ではこの字句の含まれている結論部分が放棄され，修正されている。
従って，この修正も決定稿を作る際に加えられたものであると考えられる。
9　さて以上述べたように＜Divertissement＞の記されている5枚の紙には
これまでのところ別個の4つの断章が存在していることになる。時間的に言って
＜Divertissement＞の「決定稿」が成立する以前に，4つの別な断章が共存する
時代あるいは段階があった。
10さらに，この段階では前の段階で成立したX珊以来，　＜ennui＞について
の考察が引きつづき生み出されていることに注目しよう。しかも中にはすでに
＜ENNUI＞の章に属すべき内容の文章（XX）すら存在する（W－3）。
我々の考えでは，この段階（四断章時代）においてこそ，＜ENNUI＞の章を作
ろうというパスカルの決心が生じたのである（皿一11，12参照）。
＜ENNUI》の章には3つの断章しか分類されていないが，それは次のような事
情によるのではないか。パスカルは＜Divertissement＞の四断章時代にくEN一
NUI＞の章を設けることを考えつき，3つの断章をそこに分類した。しかしくEN一
NUI＞の章が十分に成長する前にパスカルは＜divertissement＞に関する4つ
の断章からひとつの長い文章を作ることを考え，さらにこの文章（「決定稿」）を
＜MISERE＞の章に分類しておくよりも単独の章として取り扱かった方が良いと
判断し，新たに八章として＜DIVERTISSEMENT＞の章を設け，そこに再分類
した。このようなわけで＜ENNUI＞の章は未発達の状態でとり残されることにな
ったのであろう。
第五章新しい章くDIVERTISSEMENT》の誕生
1パスカルはある時＜divertissement＞に関する4つを文章を統合してひと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧ﾁの断章を作り上げようと考えた。　　　　　　　　　　　一
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2　　Signes　de　renvoi
さて，これらの5枚の紙にはA，B，C，Dの4つの文字がくsignes　de　renvoi》と
して用いられている♂5）A，B，C，Dと使われているのであるから，この4っの記号
は同一の時期，すなわちここでは4つの断章を統合してひとつの文章を作り上げよ
うとした際に，成立したと考えられそうである。16）
ところがAについては必ずしもそうではない。Aは4箇所に付けられているが，
そのうちの2つは放棄されている。この間の事情は次のように考えられる。まず2
枚目と3枚目のっながりを明らかにするために2ページ最下部及び3ページ最上部
にAの記号が記される。そして後でX，Xl，）皿（パスカル自身が＜divertissement＞
の思想の独創性を主張している文章）を放棄するためにX唖の頭の部分と朕の終り
に付け直し，先の2つのA印を消したのである。従ってはじめに付けられた1組の
Aの記号だけが初稿に含まれるものであるから，A，B，C，Dという一連の記号が
使われているからといって，これらが同時に成立したわけではない。
B，C，Dは，4つの断章からひとつの文章を作ろうとした時のものである。すで
にAを使っていたのでB，C，Dと使ったのであろう。又B，C，Dとあるからには，
C，B，DとかC，D，Bなどの順序ではなく，　B，C，Dの順で成立したと考えるべ
きである。結論的に言えば，4つの断章からひとつの文章を作ろうとする際にB，
C，Dの順に記号を用いて文章をつなげていったという推定がなされる。17）
3　まずBによる変更を考えてみよう。これは次のごとくに2段階を踏んでいる
と思われる。
①　3ページ最下部の畑と4ページ最上段のXVの間にXWを挿入することを
考えて，パスカルはまずXWの左側余白部分に文章の修正を加えながらXWを写す。
そしてこの加筆の終り及び4ページ冒頭にBの印を付ける。
②　しかし，すぐにXWだけでなく，㎜をもつづけて挿入することを考える。
そこで4ページ冒頭のBの印をぬりつぶし，㎜の頭にBの印をつけ直す。
4　さて，ここでパスカルは㎜をどこに続けるか考え，その結果が記号Cによ
る改編である。これは次のごとくに3段階に行なわれたと思われる。
①　㎜はもともと5ページのXXに先行するものであるから，そのまま続ける
ことを考え，X珊の終りと5ページのXXの頭にCの記号をっける。
②　しかし，）㎝とXXとの間にさらに皿の途中すなわちくD’o心vient　que
cet　homme　qui　a　perduL．．】》以下を挿入することを思いつく。そこで皿の
終りにつけたCの記号を消し・、そのすぐうしろから㎜の一部（D’oh　vient以下）
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を写しはじめ，4ページの下側余白を使い切る（㎜）とそこにC印をっける。5ぺ
一ジのXXの頭のC印を消し，同時に上部余白にC印をつけ，さらに一行だけ写し
たところで以下の文章全部を写すことはやめ，一行で要約する（X朕）。そしてXX
の文章にっなげる。
③　ところが，この修正では第二稿のしめくくりとして記されたXVにつながって
いかないことに気づき，XXを編入することをあきらめ写したばかりのXVH，窟を
縦線で消す。しかし，なお㎜から㎜へとつなげることはあきらめず，4ページ
終りに消されずに残っているCを生かし皿の三行目の頭にCの記号を付け，その上
の三行を消す。そして㎜とXVをつなぐ文章を㎜の下余白及びXVの上側余白に書
き記す。この際皿の下余白を使い切るとそこにDの記号をっけ，XVの上側余白の
冒頭にDを付す。
5我々の考えによれば，以上のごとき手続を経て＜Divertissement＞の「決
定稿」が出来上ったのである。すなわちパスカルは5枚の紙に記されている4つの
断章からひとつの文章を作りあげようとしたが，実際には3つの断章からくDiver一
tissement＞を作り上げたのだ。なお「決定稿」について言えば，ル・ゲルン以前
の編者は，以上説明した本断章の成立過程を理解しなかったので，XX，　XXIの断片
を＜Divertissement＞の全体に混入し，この断章を読みにくいテクストにして来
た。もっともル・ゲルンも，我々とまったく同じように考えているわけではない。
ここで彼の研究を紹介しておこう。
6ル・ゲルンは本断章を研究して，1966年，Revue　de　L’Universit6　d’Ottawaに
〈勲∫cα1αμ伽yα〃，勿oo即03漉∂η伽加8ηθη∫∫μ71ε伽θ7’∫∬θ〃2θη’〉
と題する論文を発表している。　筆者の知る限りでは，この論文は我々以前に
＜Divertissement＞の断章の成立過程を考究したほとんど唯一のものである。
ル・ゲルンはまず一般にパンセ断章を自筆原稿の外見から3種類に分類すること
を提起する。第一に，短かいメモ，第二に，個人的に記したある程度長い文章，最
後に準備中のアポロジーに位置を占めるはずであったほとんど決定稿に近い論述である。
ル・ゲルンによれば＜Divertissement＞には決定稿とは別の，つまりはじめの
状態があり，こちらは先の3つの分類の第二のものに，決定稿は第三のものに属す
という。換言すると前者が個人的な考察のレヴゴルであるのに対し，後者は出版す
ることを目的とした真に文学的なテクストのレヴェルである。そして彼は5枚の紙
に記されているテクストをP1，　P2，　P3，　P4，　P5の順にならべたものを初めの
状態として提示する（但し，その間に，我々がすでに見てきた4つの断章の区切れ
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を見出してはいない）。
このはじめの状態と決定稿との比較からル・ゲルンは次のごとき結論を引き出し
ている。
Une　comparaison　rapide　entre　le　premier　jet　et　la　version　d6finitive
pourrait　laisser　rimpression　que　les　diff6rences　sont　minimes：　ce　sont，
apeu　de　chose　prさs，1es　memes　images，　les　memes　d6tails　concrets　sup一
portant　les　memes　id6es．　Mais　le　travail　du　style　nous　montre　un　6crivain
pleinement　conscient　de　ses　moyens　qui　recherche　constamment　une
plus　grande　efficacit6　de　r6criture；le　d6veloppement　se　fait　plus　concis，
et　rexpression　devient　plus　aigue，　Plus　p6n6trante，　a負n　d’atteindre　plus
profond6ment　la　sensibilit6　du　lecteur．α．e　Guern，　op．　o鉱　p．230）
ル・ゲルンの言う初稿と決定稿が先に述べたごとき異なる2つのレヴェルに対応　　　　　　　　　　　　　　　　闊
しているという主張に我々は疑問を抱かざるをえない。又先に我々が明らかにした
ような過程を経て＜Divertissement＞の断章が成立したとすればル・ゲルンの導
き出した結論はあまり意味を持っていないように思われる。ル・ゲルンのこの研究
には，批判されるべき点が少なからずあると思われるものの，次の2っの点で正当
に評価されるべきである。
第一に＜Divertissement＞の断章の自筆原稿を調べ，そこに2つの段階が存在
することを見分けたことである。この点では，我々の研究の先駆的なものである。
第二に「決定稿」以前の段階を発見したことにより，これまであやまって「決定
稿」に混入されていた2つの段落（XXとX皿）を取り除いたことである。この成果
は，ル・ゲルンの編纂した最新版『パンセ』の中に生かされている。
7　さて前の章で，我々は＜Divertissement＞の断章が4断章時代までは
＜MISERE》の章に分類されていたであろうと推定した。両写本のくtable　des
liasses＞ではくDivertissement》の断章は現に第八章に分類されており，又本断
章こそが＜DIVERTISSEMENT＞の章の中で最も重要なものであることを考えると
＜divertissement＞に関する4つの断章からひとつの断章を作りあげようとした際に
＜DIVERTISSEMENT》の章そのものが誕生したのではないかと推定できるのである。
結　　論
＜Divertissement》の断章の記されている紙片には，はじめくMisさre　de
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rhomme＞という表題がっけられ，次いでくDivertissement》と訂正された。
筆者はこの変更がただ単に表題の改訂に止まらずくDIVERTISSEMENT》の章その
ものの誕生に関わるものではないかという仮説をたて，自筆原稿写真版の調査を行
なった。
この調査から，本断章の成立過程を「初稿」，　「第二稿」，「四つの断章の時代」，
「決定稿」の4つの段階に分けて考えることが可能であることがわかった。その
「初稿」はすでにパスカルの独創的な思想を表明していたが，修正前の表題が示す
ごとく＜MISERE　DE　L’HOMME＞の章に分類されていたと考えられる。これ
が成長して「第二稿」が出来，次に＜divertissement＞に関する他の3つの断章
が書かれ，さらにこの生成過程の中からくENNUI》の章が生まれたのではないだ
ろうか。そしてこの3つの断章を「第二稿」に編入して，ひとつの文章にまとめよ
うとした際に，独立した章くDIVERTISSEMENT》が誕生したのであろう。
付記結論の意味
さて，我々の仮説が正しいとして，我々の導いた結論は，パスカルの企てていた
『キリスト教弁証論』全体とのかかわりにおいてはどのような意味を持ちうるので
あろうか。次にこの点について2つのレヴェルで簡単に触れておこう。第一は『キ
リスト教弁証論』の内的な秩序の地平，第二は『キリスト教弁証論』の成立過程の
地平である。
第一のレヴェルというのは＜DIVERTISSEMENT＞の章が八章という位置に
置かれているのはどのような意味を持っているのかということである。両写本の
＜table　des　liasses》を見ると，いくっかのく1iasses》が集まってグループを構
成していることがわかる。例えば，＜VANITE＞　＜MISERE》，＜ENNUI》
は次の＜RAISON　DES　EFFECTS＞を接点としてくGRANDEUR》とひとっ
のグループを構成している。又くDIVERTISSEMENT》，＜PHILOSOPHES》，
＜SOUVERAIN　BIEN＞は真の幸福をテーマにひとつのグループを作っている。
さらにこの2つのグループの接点には＜CONTRARIETES＞が存在する。
ところでこの第二のグループでは最高善に対して人間が持っている欲求が扱かわ
れる。　＜DIVERTISSEMENT》においては，人間たちの大部分がどのような仕
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方で幸福を求めているかについて述べられている。＜PHILOSOPHES》において
は，哲学者達も人間にっいての不完全な認識の上に立っているので我々に真の幸福
を与えてはくれぬことが，＜SOUVERAIN　BIEN＞ではすべての人間が幸福を求
めるにしても信仰なしにはだれ一人として幸福を得ることはできなかったこと，人
間に真の幸福を与えるのは神の恩寵のみであり，人間が謙虚にこれを求めなけれな
らぬこと18）等が語られる。ここで注目すべきことは，以上の3章が民衆，哲学者，
キリスト教（あるいはキリスト者）という＜gradation＞を構成していることで
ある。この　くgradation》はパスカルが＜RAISON　DES　EFFETS＞の中で
使っているものでもありくDivertissement》の断章を第八章として分類するこ
とにより，はじめて完成するものである。
それではrキリスト教弁証論』の成立過程のレヴェルでは，我々の結論はいかな
る意味を持ち得るであろうか。初稿の時点では章の題の順序から＜ENNUI＞と
＜DIVERTISSEMENT＞ががぬけており，＜Divertissement》の断章が成長
するにつれて，＜MISERE》の章のあとにくENNUI》が加わり，さらに第八章
として＜DIVERTISSEMENT＞の章が設けられて，両写本のくtable　des　lias一
ses＞に見られるようなものになったと考えられる。
さて，最後に，先に我々の導いた結論にとって興味深いエチエンヌ・ペリエ（1642
一1680）の一文を引用しよう。それはポール・ロワイヤル版パンセに付けられた序
文（Pr6face）からである。そこでペリエはパスカルの『キリスト教弁証論』ば
完成されなかったが，かってパスカルがその計画をポール・ロワイヤルで話したこ
とがあるので，アポロジーの全体像を知ってもらうために，そこに出席していた人
の話を記そうと言って『キリスト教弁証論』のプランについて述べている。
＿M．Pascal　lui　f合it　sentir　de　sa　grandeur　et　de　sa　bassesse，　de　ses　avan一
tages　et　de　ses　faiblesses，　du　peu　de　lumiさres　qui　lui　reste，　et　des　t6n合bres
qui　1’environnent　presque　de　toutes　parts；et　enf三n　de　toutes　les　oo〃一
’η7ガ6’｛う∫6tonnantes　qui　se　trouvent　dans　la　nature．　11　ne　peut　plus　apres
cela　demeurer　dans　rindiff6rence，　s’il　a　tant　soit　peu　de　raison；et　quelque
insensible　qu’il　ait　6t6　jusqu’alors，　il　doit　souhaiter，　apres　avoir　ainsi　connu
ce　qu’il　est，　de　connaitre　aussi　d’o心　vient　et　ce　qu’il　doit　devenir．
M．Pascal，　rayant　mis　dans　cette　disposition　de　chercher　a　s’instruire
sur　un　doute　si　important，　il　Padresse　premierement　aux助〃o∫o助θ5【．．．】
（・・ulig・6　P・・n・u・）Jg）
ペリエのこの証言はポール・ロワイヤルでの講演の時点ではくCONTRARIE一
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TES＞とくPHILOSOPHES》との間に＜DIVERTISSEMENT＞の章のアイデァ
が存在していなかったという可能性を強めてくれるように思われる30）
（注）
1）第一，第二両写本はパスカル自身の手になるrキリスト教弁証論』の断章配列
を再現しているとされている。広田昌義氏は両写本の断章配列に依拠した版をまと
めて写本版パンセと命名した。広田昌義r新しいパスカル像を求めて』p．181。
現代思想1977年9月号。
2）写本版パンセのLiassesあるいは章の表題を示す語はくDIVERTISSE．
MENT＞のごとく大文字で記し，かつく》でくくる。
3）パスカルが両面とも使うことは少ない。
4）Le　Guernはこの接続の変更だけを頼りにして＜Divertissement＞の断章
の成立過程の研究をしている。しかし本文中の④の条件を見落しているので，その
成立過程の充分な解明には到らなかった。Le　Guernの研究は小論第五章6節で批
判の狙上に載せた。
小論は1979年3月に博士後期課程一年次の研究報告として京都大学に提出された
ものである。小論執筆にあたり，誤りの指摘，批判をくださり，Le　Guern論文の存
在を教示下さった塩川徹也先生，及び貴重な御蔵書よりLe　Guern論文のコヒ゜一
を取らせて下さった支倉崇晴先生にここであつく御礼申し上げたい。
5）Tourneur編Pθη3∂θ5　dθβ砺3θ」肋50鳳Edition　pa160graphique．　J．　Vrin．
1942．P．210．
6）前田陽一教授の研究考察したパスカルの自筆原稿の解読法。詳しくは
Yoichi　MAEDA：　Le　premier　jet　du　fyagment　pascalien　sur　les　1）θ雄
〃1ノ｝η’3in　E加dlθ∫（1εLαη8㍑θθ∫Lゴπ6〃π㍑アθ1ケ〃ηfα面ε3．　N°4p．1－19．
及びJean　MESNARD：　Lθ∫Pθη34ε5　dθ」磁30砿SED．E．S．　p。371－375．
なお拙論Sur　le　processus　du勘r’de　Pasca1．　in　E如dθ3　dθLαη8〃θθ’L’∫∫6一
7α’π7θF吻ηfα捻θ∫N°．34．p。27－28．1－2．　i）．
7）モンテーニュはこの引用に続けて・　＜Je　m’en　vais　clorre　ce　pas　par
ce　verset　ancien　que　je　trouve　singulierement　beau　a　ce　propos：（（Mores
cuique　sui　fingunt　fortunam・））》・　Les　Essais　de　Michel　de　Montaigne．6d．
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Villey　et　Saulnier　P．U．F．　p．267，従・ってモンテーニュはピリュス王のエピソー
ドにパスカルの付与した意味を見ていない。
8）このページの書き取り手はいくつか文法的なあやまちを犯している。　divers
affaires，　leur　logemens，　leur　conditions，紐s　n’avoit（性数の不白致）。又meme
は常にmesmesとsを付けている（quant　mesmes，　mesmes　quant，　il　s・ennuieroit
mesmes）．　la　moindre　chose　l…】suf臼sent（これはおそらくパスカルに責任が
あるだろう）。又文法の他に綴りにも問題がある。penserは常にpanser，　laisser
一幽は1aissair．他方3ページ澗はやはりパスカル以外の手で記されている。こちらは文
法的にも綴りの点からも問題はない。このことから両者は異なる人物によって書き
取られたのではないだろうか。専門家の筆跡鑑定を待ちたい。
9）前田陽一。前掲書3ページ参照。
10）メナール教授の同書の＜1e　divertissement＞と題されたp212～219も合せ
て参照。なお，同教授以外にも，ル・ゲルンがXWを引き合いに出して，＜上e　lien
entre　le　divertissement　et　l’ennui　est＿6vident．〉　　（Michel　et　Marie・
Rose　Le　Guem，1θ5　Pθη∫6θ∫dθ勘∫c〃1，　P．116）と述べている。
11）但し，引用文中のd6ρεηdαηcθという語は断章78に登場している。
12）この点はさらに第四章で探求される。
13）XXにも，パスカルは後で加筆をほどこすが，その加筆以前の状態という意味。
14）すなわち）㎝一XVとなる。
15）この他に＋，柵なども使われている。
16）事実P．－L．Couchoudはそのように考えている。Blaise　Pasca1：1）ゴ300岬8
de　Zαα）ηd∫∫∫oηdε」∬o〃1〃2ε．　Albin　Michel．　p．　XIX．
17）以下に説明するB，C，　Dによる変更を表にして示す。本文，表，写真版を相
互に参照されたい。
3……XW－XV（丘n）
①XW－XW余白の加筆（＝XWの文章を修正したもの）B／B－XV（fin）
②XW－XW余白の加筆B／B㎜
4①皿一畑余白の加筆B／B㎜C／CXX
②XW－XW余白の加筆B／B㎜一㎜【C／C　XK＿XX
③XW－XW余白の加筆B／B㎜C／C）㎝一】㎝下側余白の加筆D／DXV上側余
白一XV（fin）
18）　J．Mesnard．　P勧50α1。　p．155－156．
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19）L．Lafuma　α勉〃θ3α川ρ12’ε5　de　Pasca1．　p．495．
20）ペリエの序文は，フィヨー・ド・ラ・シェーズ（v．1630－1693）のDiscours
sur　les　Pens6es　de　Pasca1を参考にして書かれたものと言われている。又『パン
セ』中には＜A．P．　R＞と題されたliasseがあって，一般的にこれはAPort一
Roya1の略と考えられており，パスカルがポール・ロワイヤルで行った講演の下
書の一部と解釈されている。ペリエ，フィヨーの証言とくA．P．　R》の記述では
一致せぬ点が少なからずあるように思われる。この問題は，いずれアポロジーの全
体像について考察する時に，再び取りあげる。
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